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Happy

 Birthda
y!

3月

編集後記
少しばかりの小遣いを持って、自分だけ
の宝物を探しに商店街を訪れていたあの
ころ。今は何でも簡単に手に入りますが、
あの時この手につかんでいたものはもっ
と別のものだったような気がします。手
を引いてくれた母親、友達と歩いたあの
道。声を掛けてくれた地域の人。人と人
とのつながりや顔が見える関係は今の時
代だからこそ大切にしていくべきもので
はないでしょうか。三里木商店街からた
くさんの優しさをもらいました。一度訪
れ、会話をすると好きになる。温かい気
持ちが私の心に残っています。（上野）

新垣　羽琉さん
（緑ヶ丘）

平成21年３月16日生まれ

鬼が来たぞー!!

森川　優良さん
（新山）

平成21年３月17日生まれ

もりかわ　　ゆう ら

平成27年１月末現在
（　）内は前月比

●出生／  57　●死亡／  24
●転入／139　●転出／158

39,863（＋14）
19,494（＋ 6）
20,369（＋ 8）
15,661（＋ 8）
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表紙の写真

下校時刻の三里木商店街。子どもたちの
笑い声がこだまします。３人仲良く一緒
に帰る１年生は明日もここを並んで歩く
のでしょう。商店街には「こんにちは」
と明るくあいさつを交わす温かい時間が
流れていました（関連２・３ページ）。

森川　響太さん
（新山）

平成21年３月17日生まれ

もりかわ 　 きょう た

優貴保育園

歌うことが大好きな元気な女
の子です。いろいろな材料を
使って工夫しながらバッグや
小物を作るのが得意です。

ちょっぴり甘えん坊な優良さ
ん。笑顔がすてきな男の子で
す。双子の兄の響太さんとい
つも仲良く遊んでいます。

今月の主な話題今月の主な話題

2 特集　食べてはいよ、
うま

馬か鍋！三里木商店街の挑戦
4 心の健康を守りましょう

6 退職や就職をした場合は保険証の切り替え手続きが必要です

8 ４月から廃食用油を回収します

9 熊本県議会議員一般選挙・菊陽町議会議員一般選挙・菊陽町農業委員会　　委員一般選挙が行われます

Mar 2015
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Mar 2015
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あらかき　　 う ら ら

菊
陽
町
に
は
、
地
域
な
ら
で
は
の

自
然
や
歴
史
、
文
化
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
三
里
木
に
も
キ
ラ
リ
と
光
る

「
地
域
の
宝
」
が
あ
り
ま
し
た―

。

まちの
わだい
まちの
わだい

新
し
い
学
び
舎

新
し
い
学
び
舎

菊
陽
中
学
校
の
新
校
舎
完
成

▲菊陽中学校新校舎の東門から登校する生徒
　

耐
震
化
の
た
め
、
補
強
・
改
築
・
増

築
工
事
が
行
わ
れ
て
い
た
菊
陽
中
学
校

の
新
校
舎
が
１
月
末
に
完
成
し
、
生
徒

は
２
月
９
日
か
ら
新
校
舎
で
生
活
を
開

始
し
ま
し
た
。
新
校
舎
は
ほ
ぼ
バ
リ
ア

フ
リ
ー
で
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
設
置
。
全

教
室
に
冷
暖
房
設
備
を
整
え
、
快
適
な

環
境
で
学
べ
ま
す
。

　

菊
陽
中
２
年
・
生
徒
会
の

あ
さ
ひ

り

お

朝
比
里
緒

な菜
さ
ん
、

ま
す
だ
そ
う
た

増
田
創
太
さ
ん
、

さ
い
と
う
よ
し
き

斉
藤
芳
紀

さ
ん
、

く
ど
う
ゆ
う
せ
い

工
藤
祐
誠
さ
ん
、

き
し
ま

ち

か

岸
間
千
夏
さ

ん
は
「
新
校
舎
は
と
て
も
き
れ
い
で
、

心
が
わ
く
わ
く
う
き
う
き
し
ま
す
。
校

舎
内
の
色
も
カ
ラ
フ
ル
で
学
習
の
意
欲

も
出
ま
す
ね
。
騒
音
が
あ
ま
り
聞
こ
え

な
い
の
で
授
業
中
も
勉
強
に
集
中
で
き

ま
す
」
と
喜
び
を
話
し
ま
し
た
。


